
一
共
立
女
子
学
園
の
沿
革

共
立
女
子
学
園
は
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
、
先
覚
者
三
四
人

が
発
起
人
と
な
り
、
女
性
に
専
門
的
知
識
と
高
度
な
技
能
を
修
得
さ

せ
、
女
性
の
自
主
性
と
社
会
的
自
立
の
育
成
を
目
的
と
し
て
創
設
さ

れ
た
。
「
共
立
」
と
い
う
校
名
は
、
こ
の
「
共
同
設
立
」
に
由
来
し

て
い
る
。

今
年
で
創
立
一
二
二
年
目
を
迎
え
、
歴
史
と
伝
統
、
実
績
を
踏
ま

え
、
新
し
い
女
子
教
育
の
あ
り
方
を
求
め
、
「
高
い
知
性
・
教
養
と

技
能
を
備
え
、
内
外
に
広
い
視
野
を
も
ち
、
個
性
を
発
揮
し
て
社
会

に
自
立
し
て
活
躍
で
き
る
女
性
」、「
温
か
く
思
い
や
り
深
い
心
を
も

ち
、
品
位
高
く
、
人
間
性
豊
か
に
家
庭
や
社
会
に
貢
献
で
き
る
女
性
」

の
育
成
に
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
学
園
将
来
構
想
の
策
定
に
向
け
て

学
園
で
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
、
学
園
将
来
構
想
の
策
定

が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
今
後
長

期
的
に
一
八
歳
人
口
が
減
少
し
入
学
生
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
永
続
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、
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●
事
例
紹
介

●

学
園
将
来
構
想
を
実
現
さ
せ
る

神
田
一
ツ
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
集
中
化

～
教
育
の
質
を
保
証
し
学
生
と
文
化
を
創
造
し
て
い
く
～

廣
瀬
貴
博

（
共
立
女
子
大
学
総
合
企
画
室
）



学
生
へ
の
多
様
な
教
育
の
提
供
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
教
養
教
育
科

目
の
高
年
次
履
修
と
専
門
教
育
の
低
年
次
履
修
を
可
能
に
し
た
。

③
教
育
方
法
の
改
善
に
つ
い
て

多
様
な
学
生
の
能
力
に
応
じ
た
適
切
な
教
育
の
実
施
、
教
育
の
改

善
活
動
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
Ｆ
Ｄ
の
積
極
的
な
推
進
や
教
育
活
動

の
評
価
の
実
施
、
そ
の
他
シ
ラ
バ
ス
や
履
修
指
導
体
制
の
充
実
な
ど

特
色
あ
る
教
育
方
法
の
実
施
が
検
討
さ
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
四
月
に

導
入
し
た
「
共
立
シ
ラ
バ
ス
」
は
、
授
業
科
目
、
ク
ラ
ス
名
、
開
講

期
、
単
位
数
、
授
業
担
当
者
等
の
基
本
情
報
に
加
え
、
単
位
制
度
の

実
質
化
を
担
保
す
べ
く
、
授
業
の
目
標
と
内
容
、
事
前
学
習
・
事
後

学
習
の
指
示
、
履
修
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
成
績
評
価
基
準
と
評
価
の

方
法
、
テ
キ
ス
ト
、
参
考
文
献
な
ど
の
情
報
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

④
校
舎
等
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

学
生
生
活
に
お
け
る
満
足
度
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ
と
が
テ
ー
マ

と
な
っ
た
。
学
生
個
人
の
希
望
に
合
わ
せ
て
科
目
選
択
の
自
由
度
の

拡
大
、
先
輩
・
後
輩
、
他
学
部
・
学
科
と
の
交
流
や
教
職
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
加
、
課
外
活
動
や
都
心
を
中
心
と
し
た
就

職
活
動
の
活
性
化
等
が
検
討
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
要
素
に
加
え
て
、

学
園
将
来
構
想
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
一
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
な
ど
の
資
源
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
条
件
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
家
政
学
部
・
文
芸
学
部
の

一
・
二
年
次
及
び
国
際
文
化
学
部
（
一
～
四
年
次
）
は
八
王
子
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
家
政
学
部
・
文
芸
学
部
の
三
・
四
年
次
及
び
短
期
大
学

は
神
田
一
ツ
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
授
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
全
学
部
・

学
科
、
全
年
次
の
学
生
を
一
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
約
す
べ
く
「
神

田
一
ツ
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
集
中
化
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
（
八
王
子

キ
ャ
ン
パ
ス
の
運
動
場
・
体
育
館
・
一
部
実
験
・
実
習
施
設
は
維
持
）。

三
神
田
一
ツ
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
集
中
化
に
あ
た
っ
て

神
田
一
ツ
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
集
中
化
を
実
行
す
る
に
あ
た
り
、
最
も

意
識
し
た
こ
と
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
対
応
で
あ
る
。

ま
ず
学
内
の
教
職
員
に
対
し
て
は
、
学
園
将
来
構
想
が
教
育
機
関

と
し
て
存
続
し
て
い
く
重
要
施
策
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
た
め
に

集
中
化
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
説
明
会
や
勉
強
会
の
実
施
、

学
園
報
等
学
内
の
広
報
物
に
よ
り
周
知
し
意
思
統
一
を
徹
底
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
意
識
が
高
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
危
機

感
の
醸
成
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
へ
と
繋
が
っ
た
。
学
内
体
制

を
磐
石
に
し
た
後
に
、
学
生
・
保
護
者
を
は
じ
め
と
す
る
学
外
へ
の

広
報
を
開
始
し
た
。

学
生
に
対
し
て
は
、
学
内
報
を
送
付
し
た
。
回
を
重
ね
て
詳
細
な

特集・大学施設・設備の活用

大学と学生 2008.823

財
政
基
盤
の
安
定
性
を
確
保
し
つ
つ
、
教
育
活
動
の
充
実
・
教
育
の

質
の
保
証
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
過
去
・
現
在
・
将
来
の
総
合
的
な
分
析
の

も
と
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
、
「
二
一

世
紀
に
お
け
る
共
立

女
子
学

園
の
将
来
構
想
」
（

以
降
、
学
園
将
来
構
想
）
を

打
ち

出
し
た
。
そ

の
柱
と
し
て
以
下
の
四
つ
を
掲
げ
た
。

①
教
育
組
織
の
再
編

②
教
育
課
程
の
編
成

③
教
育
方
法
の
改
善

④
校
舎
等
の
有
効
利
用

①
教
育
組
織
の
再
編
に
つ
い
て

各
学
部
・
学
科
の
独
自
性
を
確
立
す
る
た
め
に
、
競
合
関
係
を
是

正
す
る
と
と
も
に
、
現
有
組
織
を
最
大
限
に
活
用
し
つ
つ
、
学
際
化

や
新
た
な
領
域
設
定
に
よ
る
教
育
内
容
の
充
実
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

加
え
て
、
定
員
規
模
の
合
理
化
・
適
正
化
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
を

行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
二
〇
〇
七
年
四
月
よ
り
全
学
部
・
学
科
の
大
幅
な
改

組
再
編
を
実
施
し
た
。

○
家
政
学
部
は
、
生
活
美
術
学
科
を
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
改

組
、
児
童
学
科
を
新
設
。
既
存
の
被
服
学
科
と
食
物
栄
養
学
科

と
合
わ
せ
て
四
学
科
体
制
と
し
た
。

○
文
芸
学
部
は
、
学
科
を
文
芸
学
科
の
一
学
科
に
集
約
し
、
七
コ
ー

ス
を
設
け
た
。

○
国
際
文
化
学
部
は
、
社
会
科
学
系
の
要
素
を
取
り
入
れ
国
際
学

部
と
し
て
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。

○
生
活
科
学
科
は
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
を
生
活
環
境
情
報
コ
ー

ス
に
変
更
し
た
。

○
文
科
第
一
部
は
、
文
科
に
名
称
変
更
し
専
攻
分
離
を
廃
止
し
、

日
本
語
・
日
本
文
学
コ
ー
ス
、
英
語
・
英
米
文
学
コ
ー
ス
、
心

理
学
コ
ー
ス
の
三
コ
ー
ス
制
と
し
た
。
文
科
第
二
部
は
学
生
募

集
を
停
止
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
先
が
け
て
、
二
〇
〇
四
年
度
よ
り
短
期
大
学

に
看
護
学
科
を
開
設
し
、
新
た
な
教
育
分
野
を
開
拓
し
た
。

②
教
育
課
程
の
編
成
に
つ
い
て

専
門
教
育
と
教
養
教
育
が
有
機
的
な
連
携
を
図
る
よ
う
に
教
育
課

程
の
見
直
し
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
〇
七
年

四
月
よ
り
「
教
養
教
育
の
全
学
共
通
化
と
教
育
課
程
の
く
さ
び
型
編

成
」
を
実
施
し
た
。

こ
れ
ま
で
教
養
教
育
科
目
は
、
学
部
・
学
科
の
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り

方
に
よ
り
運
用
さ
れ
て
い
た
が
、
具
体
的
な
教
育
目
標
を
設
定
し
、

教
育
課
程
を
統
合
す
る
こ
と
で
教
育
の
質
を
保
証
す
る
と
と
も
に
、
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た
場
合
に
限
り
早
期
移
転
の
決
断
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
こ

の
と
き
希
望
し
な
い
と
答
え
た
学
生
に
対
し
て
は
一
人
ひ
と
り
と
面

談
し
、
理
由
を
確
認
し
、
移
転
の
趣
旨
の
説
明
と
誤
解
を
取
り
除
い

て
い
っ
た
。
充
分
な
話
し
合
い
と
き
め
細
か
い
対
応
の
結
果
、
最
終

的
に
は
全
員
か
ら
の
賛
同
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

学
生
は
大
学
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
り
、

教
職
員
は
計
画
を
進
行
す
る
上
で
以
下
の
事
由
を
基
本
と
し
対
応
し

た
。○
学
生
の
意
向
を
学
園
の
方
針
に
充
分
に
反
映
さ
せ
、
尊
重
す
る

こ
と
。

○
決
定
の
経
緯
や
理
由
も
明
確
に
説
明
す
る
こ
と
。

○
集
中
化
に
よ
る
新
し
い
方
針
や
ル
ー
ル
、
そ
の
効
果
等
を
詳
細

に
明
示
す
る
こ
と
。

学
園
の
都
合
を
優
先
さ
せ
反
発
を
招
く
こ
と
の
無
い
よ
う
、
全
学

生
・
保
護
者
の
理
解
を
得
て
計
画
を
進
め
て
い
っ
た
。
広
報
活
動
体

制
は
以
下
の
順
に
従
っ
て
行
っ
た
。

第
一
段
階

：

教
職
員

第
二
段
階

：

在
学
生
・
保
護
者

第
三
段
階

：

学
内
関
連
団
体
（
卒
業
生
団
体
（
櫻
友
会
）、
後
援
会
、

取
引
業
者
）

第
四
段
階

：

学
外
関
連
団
体
（
近
隣
、
行
政
、
他
大
学
、
交
通
機
関

等
）、
卒
業
生
、
一
般
公
表

四
集
中
化
初
年
度
の
課
題
と
対
応

集
中
化
計
画
に
連
動
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
を
実

施
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
生
活
環
境
の
改
善
の
た
め
本
館
食
堂

ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
、
三
号
館
食
堂
の
増
設
、
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
の
座
席

数
の
増
加
等
も
行
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
集
中
化
初
年
度
は
い
く
つ
か

の
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

ひ
と
つ
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
学
生
が
急
激
に
増
え
た
こ
と
で
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
人
口
密
度
が
格
段
に
高
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
特

に
、
ロ
ビ
ー
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
食
堂
な
ど
は
想
像
以
上
に
混
雑
し

た
。「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
待
ち
時
間
が
長
い
」「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
混

雑
し
て
大
変
」「
食
堂
が
満
席
で
座
れ
な
い
」「
離
れ
た
教
室
へ
移
動

す
る
時
間
が
足
り
な
い
」
な
ど
、
様
々
な
意
見
が
上
が
っ
て
き
た
。

学
園
は
、
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
に

何
を
す
る
べ
き
か
を
実
質
的
に
検
討
す
る
た
め
に
、
学
生
と
直
接
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
し
意
見
交
換
を
す
る
場
を
創
設
し
た
。

こ
れ
は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
メ
イ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
い
、
各
学

部
・
学
科
を
代
表
す
る
数
名
の
学
生
に
、
問
題
点
や
改
善
点
を
そ
の
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内
容
を
伝
達
し
、
保
護
者
に
対
し
て
も
別
途
学
内
報
を
送
付
し
た
。

集
中
化
計
画
に
対
す
る
学
生
・
保
護
者
の
反
響
に
つ
い
て
、
否
定
的

な
意
見
が
出
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
た
が
、
大
多
数
が
応
援
や
喜
び
な

ど
の
肯
定
的
な
意
見
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
教
職
員
に
と
っ
て
大
変
励

み
と
な
り
、
強
い
追
い
風
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
集
中
化
計
画
の
全
て
が
順
調
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
当
初
は
、
二
〇
〇
六
年
度
入
学
生
よ
り
順
次
年
次
進
行
し
て
い

く
計
画
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
も
と
も
と
全
年
次
の
学
生
が
八

王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
学
し
て
い
た
国
際
文
化
学
部
に
つ
い
て

は
、
二
〇
〇
九
年
度
に
集
中
化
計
画
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
っ

た
（
図
表
参
照
）。

こ
の
計
画
に
対
し
、
国
際
文
化
学
部
の
学
生
か
ら
神

田
一
ツ

橋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
授
業
を
早
期
に
望
む
声
が
上
が
り
、
署
名

嘆
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら
も
多
数
の
問
い

合
わ
せ
を
頂
い
た
。
学
園
と
し
て
は
、
早
期
に
解
決
す

べ
き
重

要
課
題
と
し
て
の
認
識
の
も
と
、
講
義
室
を
は
じ
め
と
す
る
教

育
環
境
整
備
は
も
と
よ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
ソ
フ
ト
面

の
対
応
等
、
必
要
な
要
素
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
っ
た
。
そ
し

て
、
国
際
文
化
学
部
の
二
年
次
・
三
年
次
の
全
学
生
、

休
学
の

学
生
、
留
年
の
可
能
性
の
あ
る
学
生
、
海
外
留
学
中
の
学
生
に
、

二
〇
〇
七
年
度
か
ら
神
田
一
ツ
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
授
業
を
希

望
す
る
か
の
意
向
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
九
割
以
上
の

学
生
が
早
期
移
転
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
だ
、

学
園
方
針
は
、
あ
く
ま
で
も
早
期
移
転
に
反
対
す
る
学
生
・
保

護
者
を
一
人
と
し
て
残
す
こ
と
な
く
、
全
員
の
賛
成
が
得
ら
れ
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し
て
い
っ
た
。

狭
隘
化
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
と
思
わ
れ
た
こ
と
が
、

先
輩
や
後
輩
、
友
達
と
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
増
え
、
学
生
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
る
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
の
作
用
も
引

き
出
し
た
。
ま
た
、
学
生
自
ら
の
手
で
大
学
生
活
を
向
上
さ
せ
て
い

く
仕
組
み
づ
く
り
に
も
繋
が
っ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
集
中
化
に
よ
っ
て
起
き
た
問
題
を
解
消
す
る
も
う
一

つ
の
方
法
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
だ
。
共
立
女
子
大
学
・
短
期
大
学
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
「
k
y
o
n
et」
の
導
入
で
あ
る
。

「
k
y
o
n
et」
導
入
の
目
的
の
一
つ
は
、
教
育
効
果
の
向
上
で
あ
っ

た
。
多
様
化
す
る
学
生
に
対
し
、
組
織
と
し
て
学
生
と
"O
n
e
to

O
n
e"
の
関
係
の
構
築
を
目
指
し
た
。
個
別
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
り
、
き
め
細
か
い
教
育
に
よ
る
更
な
る
教
育
効
果
の
向
上

を
図
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
学
生
の
分
散
化
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

学
生
が
学
内
掲
示
板
で
情
報
を
取
得
し
た
り
、
窓
口
に
来
て
相
談
す

る
方
法
だ
け
だ
と
、
掲
示
板
や
窓
口
に
学
生
が
集
中
し
混
雑
し
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
、
学
生
が
登
校
す
る
こ
と
な
く
全
て
Ｗ
ｅ
ｂ
を
介
し

て
情
報
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、
休
講
や
教
室

の
変
更
、
履
修
登
録
、
成
績
の
チ
ェ
ッ
ク
、
資
格
申
請
、
住
所
変
更

申
請
、
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
、
授
業
資
料
の
入
手
な
ど
が
可
能
と
な
っ

た
。
ま
た
、
授
業
資
料
を
配
布
し
た
り
、
学
生
か
ら
提
出
さ
れ
た
レ

ポ
ー
ト
へ
の
採
点
結
果
を
返
し
た
り
、
学
生
か
ら
の
質
問
に
個
別
に

回
答
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
携
帯
電
話
で
も
活
用
で
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他
多
く
の
学
生
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
仕
組
み
だ
。
な
お
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
名
称
は
、
学
生
自
ら
の
手
で
大
学
を
創
造
し
て
ほ
し
い
、
学

生
が
大
学
を
リ
メ
イ
ク
す
る
と
い
う
意
味
で
名
付
け
ら
れ
た
。
忌
憚

の
無
い
意
見
を
交
し
合
え
る
様
、
精
力
的
か
つ
丁
寧
に
活
動
し
、
学

生
と
議
論
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
議
論
に
基
づ
い
て
、
即
実
現
可

能
な
こ
と
、
時
間
を
要
す
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
を
整
理
し
、
そ

の
一
つ
ひ
と
つ
を
学
生
が
理
解
・
納
得
で
き
る
よ
う
に
説
明
し
、
実

践
可
能
な
も
の
は
即
座
に
実
践
し
た
。

例
え
ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
運
行
改
善
は
重
要
な
課
題
の
一
つ
で

あ
っ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
会
社
か
ら
現
状
分
析
と
様
々
な
提
案
を
し

て
も
ら
い
、
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
メ
イ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
何
度
も
打
ち

合
わ
せ
を

重
ね
た
。
「

エ
レ

ベ
ー

タ
ー
を
ど
う
す
る
こ
と
が
、

今
出

来
る

最
も
よ
い
方
法
か
」
「
学
生
は
、
い
つ
、
ど

ん
な
と
き
、

何
の

た
め
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
う
の
か
」
と
い
っ
た
意
見
交
換
を
行
い
、

学
生
生
活
の
足
と
な
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
一
か
ら
考
え
直
し
た
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
停
止
階
を
奇
数
階
・
偶
数
階
に
分
け
る
場
合
、
高
層

階
・
低
層
階
に
分
け
る
場
合
等
、
数
多
く
の
方
法
が
あ
が
り
、
そ
の

全
て
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
分
析
し
た
。
そ
の
結

果
、
現
段
階
で
の
最
善
の
方
法
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
運
行
を
開
始

し
た
。

○
中
央
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
全
機
ス
テ
ッ
プ
運
転
と
し
、
多
く
の
学

生
が
利
用
す
る
講
義
室
、
演
習
室
の
フ
ロ
ア
に
停
止
さ
せ
、
上

下
一
～
二
階
の
移
動
は
原
則
と
し
て
階
段
を
利
用
。

○
特
に
、
低
層
階
に
つ
い
て
は
階
段
を
利
用
。

○
各
階
停
止
運
転
す
る
非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
階
段
の
利
用

が
で
き
な
い
利
用
者
（
怪
我
、
病
気
等
の
方
）
を
優
先
。

そ
の
他
、
授
業
時
間
割
の
設
定
変
更
と
し
て
、
授
業
間
休
憩
を
二

〇
分
、
昼
休
憩
を
六
〇
分
確
保
し
、
建
物
間
の
移
動
を
考
慮
し
た
時

間
割
編
成
に
し
た
。
ま
た
、
快
適
な
食
事
空
間
の
提
供
と
し
て
、
食

堂
の
営
業
時
間
の
拡
大
、
売
店
の
充
実
、
食
堂
以
外
で
食
事
が
出
来

る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
。

学
園
は
、
こ
う
い
っ
た
決
定
後
の
新
ル
ー
ル
を
周
知
す
る
に
あ
た

り
、
そ
れ
が
単
な
る
「
情
報
の
伝
達
」
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

キ
ャ
ン
パ
ス
リ
メ
イ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
説
明
、
入
学
生
説
明
会
の

開
催
、
在
学
生
宛
に
文
章
で
送
付
等
、
様
々
な
手
段
を
用
い
十
分
な

情
報
開
示
と
説
明
責
任
を
果
た
し
た
。
こ
う
し
た
対
応
が
、
学
生
の

理
解
や
協
力
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
混
雑
の
大
幅
な
緩
和
に
繋
が
っ
た

だ
け
で
な
く
、
混
雑
時
に
は
、
自
主
的
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
の
ロ
ビ
ー

に
整
列
す
る
と
い
っ
た
、
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
生
み
出
し
た
。
さ
ら

に
、
学
生
の
自
発
的
な
行
動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

が
、
学
内
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
と
し
て
定
着
し
、
他
校
舎
へ
と
伝
播
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き
る
よ
う
に
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
学
生
支
援
体
制
を
構
築
し
た
こ
と
で
、
単
に
掲
示

板
や
窓
口
の
混
雑
が
緩
和
し
た
だ
け
で
な
く
、
シ
ス
テ
ム
を
通
し
た

無
駄
の
な
い
情
報
活
用
の
体
制
に
よ
り
、
相
談
の
あ
る
学
生
を
絞
り

込
み
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
相
談
に
の
る
こ
と
が
で
き
た
。

五
次
期
学
園
将
来
構
想
へ
向
け
て

二
〇
〇
六
年
度
よ
り
段
階
的
に
始
ま
っ
た
神
田
一
ツ
橋
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
け
る
集
中
型
教
育
は
、
二
〇
〇
七
年
度
、
大
学
・
短
期
大
学

の
全
学
部
・
学
科
に
お
い
て
完
成
し
た
。
入
試
状
況
を
見
る
と
、
志

願
者
数
が
増
加
し
、
学
生
確
保
の
安
定
感
が
増
し
た
。
一
連
の
改
革

が
、
大
学
・
短
期
大
学
の
学
生
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
学
生
と
共
に
大

学
文
化
を
創
造
し
継
承
し
て
い
く
体
制
が
出
来
上
が
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
を
学
園
将
来
構
想
の
最
終
的
な
「
成
果
」
だ
と
は

捉
え
て
い
な
い
。
学
生
が
卒
業
し
た
後
、
大
学
に
対
し
て
高
い
満
足

感
や
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
こ
そ
成
果
だ
と
言
え
る
。
学
園
は
こ

の
将
来
構
想
の
実
現
を
「
次
期
学
園
将
来
構
想
」
の
布
石
で
あ
り
、

都
心
型
の
新
し
い
教
育
ス
テ
ー
ジ
で
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を
し

て
い
く
基
盤
の
構
築
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
、
国
の
政
策
等
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
現
代
社
会
に
お
い
て

求
め
ら
れ
る
人
材
養
成
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ
、
人
材
養
成
像
・
教

育
理
念
・
目
的
等
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
い
く
。
そ
の
際
に
は
「
学

習
成
果
」
重
視
の
観
点
か
ら
、
本
学
の
建
学
の
精
神
に
即
し
て
こ
れ

ら
を
ど
の
よ
う
に
達
成
し
て
い
く
か
検
討
す
る
と
共
に
、
学
生
が
入

学
し
て
か
ら
卒
業
す
る
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
能
力
を
習
得
す
る
の
か
、

明
確
か
つ
具
体
的
に
表
す
。
ま
た
、
人
材
養
成
像
・
教
育
理
念
・
目

的
等
と
整
合
性
・
一
貫
性
を
持
っ
た
体
系
的
な
教
育
課
程
の
編
成
や
、

そ
れ
と
連
動
し
た
シ
ラ
バ
ス
の
充
実
も
図
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
教

育
活
動
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
恒
常
的
に
教
育

活
動
の
充
実
・
発
展
に
努
め
、
そ
の
内
容
を
社
会
に
対
し
て
積
極
的

に
情
報
開
示
し
、
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。
そ
の
他
、
教
育
力

の
充
実
・
質
の
保
証
に
関
す
る
多
様
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
永
続

的
に
教
育
の
質
を
保
証
し
て
い
く
こ
と
が
教
育
機
関
の
使
命
で
あ
り
、

責
務
で
あ
る
。
集
中
化
し
た
神
田
一
ツ
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
か
ら
次

期
学
園
将
来
構
想
を
発
信
し
、
学
生
と
全
教
職
員
と
共
に
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
。
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